
 

2026 年 9 月 29 日 

第 26 回アジアパシフィック・ブリッジ・ユース選手権海南大会 

U-21 優勝・U-26 ウィメン準優勝・U-26 3 位 

 

9 月 23 日から 28 日まで海南島（中国）で開催された第 26 回 APBF (Asia Pacific Bridge Federation) 

ユース選手権大会において、日本代表は U-21 部門で優勝、U-26 ウィメン部門で準優勝、U-26 部門で 3

位となりました。さらに、U-31 ユースペア戦では三浦優悟・仮田翔飛ペアが優勝しました。 

 公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟(本部：神奈川県横浜市、会長：鳩山勝郎)は、U-26（26 歳

未満の部）、U-26 ウィメン（26 歳未満の女性の部）、U-21（21 歳未満の部）にそれぞれ 1 チームを派遣

しました。今回の成績により、日本は派遣した 3 部門すべてで来年 8 月にデンマークで開催される世界

ユースチーム選手権の代表権を獲得しました。 

 なお本派遣は公益財団法人森村豊明会から助成金をいただいております。  

 

 

U-21  優勝 

（左から）日野雄之（NPC）、鈴木祐之亮、浦崎祐司、土屋拓輝、浅野陽哉、藤田悌玄、堀口恭加 

【第 26 回 APBF ユース選手権大会（海南、中国 9 月 23 日～28 日）】 

○	U‐21 部門（21 歳未満） 優勝 
土屋拓輝（東京大学）、浅野陽哉（東北大学）、鈴木祐之亮（東京大学）、浦崎祐司（京都大学）、藤田悌玄（大阪大学）、堀口恭加（京都大学）

○	U‐26 ウィメン部門（26歳未満の女性） 準優勝 
稲村優佳（京都大学）、山﨑那菜（京都大学）、和多美晴（京都大学） 

溝部咲希（同志社女子大学）、廣野真凜（早稲田大学）、 

○	U‐26 部門（26 歳未満） 3 位 
三浦優悟（京都大学）、仮田翔飛（京都大学）、野口広樹（京都大学）、 
吉田桃香（東北大学）、松田成海（京都大学）、橋本惇寿（東京海洋大学）

 

お問い合わせ： 公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 （高野） 

Tel:045-534-8300   Fax:045-534-8312   E-mail:info@jcbl.or.jp URL:https://www.jcbl.or.jp/ 
 


